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賃 金 規 定  

 

 

第１章  総  則 

 

第１条（目的） 

 この規程は、就業規則（以下「規則」という。）第９条に基づいて、社員およびアルバイト、パー

トタイマーの賃金に関する事項を定めたものである。 

 

第２条（適用範囲） 

 この規定は、規則第２条に定める社員に適用する。アルバイトおよびパートタイマー等就業形態

が特殊な勤務に従事する者についてもこの規程に準ずる。 

 

第３条（賃金の構成） 

 賃金の構成は、月給制賃金または時給制賃金とする。 

２．前項の他、会社は臨時または特別に手当等を支給することがある。 

 

第４条（賃金の支払形態） 

 賃金の支払形態は、月給制賃金、時給制賃金ごとに次のとおりとする。 

（１）月給制賃金は、基本給および諸手当とする。 

（２）時給制賃金は、個々の雇用契約を締結することにより決定するものとし、原則として第５条

の定めにより支払う。 

２．前項にかかわらず、会社は必要に応じて個別の契約に基づき別段の形態により賃金を決定する

ことがある。 

 

 

第２章 賃金の計算および支払 

 

第５条（計算期間および支払日） 

 賃金は、１日から末日までの分を翌月５日に支給する。 

２．前項の賃金支給日が金融機関休業日にあたるときは、前営業日に繰り上げて支給する。 

 

第６条（支払原則および控除） 

 賃金は通貨で、または振込等にて（社員の同意を得て本人の銀行口座または指定資金移動業者の

口座に）直接、全額を支払う。短期アルバイトの場合はその場にて通貨で支払い受取証書にサイ

ンをもらう。 

２．前項にかかわらず、次に掲げるものは支払の際に控除する。 

（１）所得税 

（２）住民税 
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（３）雇用保険料  

（４）健康保険料 

（５）介護保険料 

（６）厚生年金保険料 

（７）なお、短期アルバイトのように、その場にて支払う賃金に関しては控除はしない 

 

第７条（賃金の日割計算） 

 賃金計算期間の途中において、雇い入れまたは退職した場合の賃金は次の計算により支給する。 

 

月給制賃金 

    日割計算の額＝             × 

 

第８条（欠勤・遅刻等） 

 欠勤・遅刻・早退・私用外出などにより所定労働時間の全部または一部を休業した場合において

は、その休業した時間に対応する基本給および諸手当または月額給与は支給しない。 

 

第９条（計算の端数処理） 

 賃金計算において生じる端数の処理は、次のとおりとする。 

（１）円未満の端数は切り上げとする。 

（２）欠勤、遅刻等の不就労時間の計算は、当該賃金計算期間において時間数を合計し、３０分未

満の端数がある場合はこれを切り捨てる。 

（３）時間外勤務手当、休日勤務手当、深夜勤務手当においては、当社の就業規則（第４章第１１

条）では賃金としては発生せず、有給特別休暇として５.５時間を１日として振替える。 

 

第１０条（休職者の賃金） 

 規則第４０条により休職を命ぜられた期間に対する基本給および諸手当または月額給与は支給し

ない。 

 

第１１条（特別休暇等の賃金） 

 規則第１５条で定める年次有給休暇、第９条の休日および第１６条で定める特別休暇については

これを出勤したものとして取り扱い、通常の賃金を支給する。 

２．規則第１６条第３項から第２１条に定める休暇、対象時間および休業期間については、就業規

則において有休・無給を総務部長が判断する。 

 

第１２条（時間外勤務手当の計算） 

 時間外勤務手当は、就業規則（第４章第１１条）より賃金としては発生せず、有給特別休暇とし

て５.５時間を１日として振替える。 

 

第１３条（休日勤務手当の計算） 

 休日出勤手当は、就業規則（第４章第１１条）より賃金としては発生せず、休日出勤を代休とし

基本給＋諸手当 
賃金計算期間の暦日数 

賃金計算期間における在籍暦日数 
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て別の日に振替える。 

 

第１４条（深夜勤務手当の計算） 

 深夜勤に該当する業務は、旅ロケリポーターおよびライブ配信者が該当者である。それらにおい

ては時給もしくは日当にての定額の支払いのため、深夜勤務手当は発生しない。 

 

第１５条（適用除外） 

 第１２条、第１３条の規定は労働基準法第４１条第２号に該当する管理・監督の地位にある者に

は適用しない。また、裁量労働の対象者には第１２条の規定は適用しない。 

 

 

第３章  基本給または諸手当の更改 

 

第１６条（基本給または諸手当の決定） 

 基本給または諸手当の額は、各人の職務の内容、能力、経験等を考慮のうえ各人ごとに決定する。 

 

第１７条（基本給または諸手当の更改） 

 月給者の基本給の更改は、原則として毎年４月１日に会社の業績および個人の勤務成績（能力・

成果・勤務態度等）を評価し、更改する。 

２．諸手当の更改は、原則として毎月その都度おこなう。会社と社員が個別に面接を行い、前回更

新時から今回までの業務内容、役割、成果等について確認を行ったうえで、諸手当の増額、また

は昇格人事による手当を決定する。 

３．前項の評価については、次の事項について評価する。 

（１）会社の業績 

（２）個人の勤務成績（能力・成果・勤務態度等） 

 

 

第４章  諸手当 

 

第１８条（通勤手当） 

 通勤に要する交通費の支給はない。 

 

第１９条（時間外勤務手当・休日勤務手当・深夜勤務手当） 

 業務上の都合により時間外勤務、休日勤務および深夜勤務を行った場合には、第１２条から第１

４条の規定に準ずる。 

 

第２０条（臨時に支払われる手当） 

 会社は、前各条の他に、臨時または暫定的に手当を支給することがある。 
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第５章  月給者の賞与 

 

第２１条（月給者の賞与の支給） 

 賞与は、原則として毎年６月および１２月に会社の業績に応じて支給する。ただし、会社の業績

の著しい低下、その他やむを得ない事情がある場合には支給しないことがある。 

 

第２２条（月給者の賞与の算定期間） 

 賞与の算定期間は、次のとおりとする。 

 

６月 １２月１日 ～ ５月３１日 

１２月 ６月１日 ～１１月３０日 

 

第２３条（月給者の賞与の算定基準） 

 賞与の算定基準は、当該算定期間におけるその者の勤務成績・出勤率・貢献度等を総合的に勘案

のうえ各人ごとに決定支給する。 

 

第２４条（月給者の賞与の支給条件） 

賞与の支給条件は、算定対象期間の全期間を勤務した者を対象とする。 

２．賞与は、支給日当日に在籍している者を対象として支給する。 

 

 

第６章  ライブ配信者の給与に関して 

 

第２５条（ライブ配信者の給与支給） 

給与は時給制にて計算する。 

(1)最小配信時間は１時間から。 

(2)それ以降は１５分単位で計算し、±１０分を四捨五入する。 

(3)つまり１時間９分の配信は１時間とし、１時間１１分の配信は１時間１５分とする。 

(4)ライブ配信者の時給は、初回配信は時給１３００円、2回目以降は１５００円〜となる。 

２．ライブ配信者への支給方法は以下のとおりである。 

 (1)1日から末日までを締めて、翌月５日に指定の口座に振込む月払い。 

 (2)金曜から始まり木曜までで時給計算をして、金曜日にその金額の８割を振込む、週払い。 

    残りの２割を末日で締めて、翌月の５日に指定の口座に振込む。 

 (3)1日 2時間未満の場合に限り、配信終了後、指定の PayPayIDに PayPayを振込む。 

３. ライブ配信者は給与支給方法として、前項(1)から(3)を選択できる。 

  なお、各種手当が受け取れるのは、上記の(1)の支給方法のみである。 
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第７章  賃金計算早見表 

 

第２６条（月給制社員の賃金計算簡易版） 

下記の表示は確定賃金ではない。雇用契約書や労働条件通知書、控除項目などにより変動する。 

よって、目安としての使用に限られる。 

(1)基本給 

嘱託社員 スタート 140,000円 3ヶ月の試用期間を経て契約社員昇格も可能 

契約社員 スタート 150,000円 １年の試用期間を経て正社員への昇格も可能 

正社員 スタート 160,000円 正社員は毎年 4月にベースアップがある 

     ※１ 2024年度の基本給であり、今後業績により見直しもある 

     ※２ 昇格へは総務部の評価査定が大きく関与し、昇格見送りもある 

(2)能力給 

動画編集ができる 動画編集能力 10,000円 

Instagramを含むSNSの更新 毎日更新で 10,000円 

ロケのキャスティングができる 人事管理能力 10,000円 

ライバーのマネジメント 人事管理能力 一人につき 3,000円 

(3)役職手当 

主任・補佐 10,000円 

係長 20,000円 

課長 30,000円 

部長 50,000円 

  ※ボーナスは(1)から(3)の項目を足した金額が支給される 

 

２．各種手当 

 (1)資格手当(各種資格3,000〜10,000円) 

 (2)住宅手当(持ち家30,000円、単身や賃貸20,000円) 

 (3)家族手当(子供手当中学生以下、一人につき 15,000円) 

     （ただし子供が従業員の扶養に入っていない場合は 10,000円となる） 

 (4)光熱費 10,000円 

 (5)通信費 10,000円 

 (6)誕生日祝い金 20,000円または法人カードで 20,000円分の購入 

(ただし 20,000円を超えた分があれば給与より差し引く) 
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第８章  従業員紹介制度 

 

第２７条（紹介制度の定義）  

紹介制度とは、社員またはパートタイマー・アルバイト（ライブ配信者を含む） ※以下従業員

と記す が知人や元同僚などを当社ライブ配信事業部に紹介し、採用につなげる仕組みである。 

当社の社風や働き方を理解している従業員が人材を推薦することで、当社に合った人材を見つけ

やすく、従業員のネットワークを活かした採用方法である。 

ただし、「紹介制度＝採用ではない」ことを周知する。 

 
第２８条（紹介する流れ）  

 ① 従業員から知人や元同僚などを紹介してもらう 

 ② 総務部人事課で応募者とリモート面談をおこない、選考を進める。 

 ③ 採用が決定したら、紹介した従業員と採用者当人に報奨金（インセンティブ）を支給する。 

 

第２９条（報奨金）  

 (1) 報奨金を受け取れる従業員の範囲 

    ①パートタイマー・アルバイト（ライブ配信者を含む） 

    ②嘱託社員・契約社員・正社員・委託社員 

    ③ただし、上記①②のうち、スカウトが業務の者は、既にスカウト採用の時点で歩合や 

給与等が発生しているため二重支給は行わない。 

 (2) 支払い時期 

    ①採用された人材が第１回目給与支給の際に、紹介者および採用者当人へ支払われる。 

    ②ただし、採用者が 1ヶ月以内に退職した場合、採用者の給与は時給計算されるが報奨金 

は無効となる。この無効は紹介者にも適用する。 

 (3) 報奨金額 

    ①紹介者には 5,000円、採用者には 10,000円を支給する。 

    ②なお、報奨金は給与の一部であるため控除の対象となる。 
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附  則 

 
 

本規定は２０２４（令和６年）年１１月１日より施行する。 

 

 

令和７年９月１日、一部改正（第６章ライブ配信者の給与に関してを追記） 

令和７年１０月１７日、一部改正（第７章賃金計算早見表を追記） 

令和７年１２月１９日、一部改正（第８章従業員紹介制度を追記） 

 

 

 

 

 

デジタルコンテンツ株式会社 

代表取締役 社長 


